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第
１
章　

核
兵
器
禁
止
条
約
か
ら
見
た
北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
問
題

孫　
　

賢
鎮

１　

核
兵
器
禁
止
条
約
の
採
択

　

二
〇
一
七
年
七
月
七
日
、
核
兵
器
の
開
発
・
保
有
・
使
用
な
ど
を
法
的
に
禁
止
し
、
核
兵
器
の
廃
絶
を

目
標
と
し
て
核
兵
器
禁
止
条
約
が
採
択
さ
れ
た
。
核
兵
器
は
非
人
道
的
で
違
法
な
も
の
で
あ
る
と
明
示
し
、

加
盟
国
に
核
兵
器
の
開
発
、
保
有
、
実
験
、
使
用
だ
け
で
な
く
、
核
兵
器
を
使
用
す
る
と
威
嚇
す
る
行
為

も
禁
じ
て
い
る
。

　

二
〇
一
七
年
三
月
か
ら
国
連
本
部
で
制
定
に
向
け
た
交
渉
が
行
わ
れ
、
同
年
七
月
、
交
渉
会
議
に
出
席

し
た
一
二
四
カ
国
中
一
二
二
カ
国
と
い
う
圧
倒
的
多
数
の
賛
成
に
よ
り
採
択
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
、
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英
国
、
米
国
、
中
国
、
フ
ラ
ン
ス
を
含
む
核
保
有
国
は
交
渉
に
参
加
し
な
か
っ
た
。
日
本
も
米
国
の
「
核

の
傘
」
に
依
存
し
、
北
朝
鮮
の
核
脅
威
を
理
由
に
反
対
を
表
明
し
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
に
は
不
参

加
で
あ
っ
た（

１
）。

ま
た
、
核
軍
縮
は
、
核
保
有
国
と
非
保
有
国
が
一
緒
に
な
っ
て
段
階
的
に
進
め
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
る
。

　

今
ま
で
核
拡
散
防
止
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
が
発
効
し
、
核
軍
縮
の
軸
と
な
っ
て
き
た
。
こ
の
条
約
で
は
米
国
、

ロ
シ
ア
な
ど
の
五
つ
の
国
を
核
保
有
国
と
認
め
る
一
方
で
軍
縮
交
渉
を
行
う
よ
う
義
務
付
け
て
い
る
。
そ

の
上
で
、
そ
の
他
の
国
が
核
兵
器
を
持
つ
こ
と
を
認
め
て
い
な
い
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
一
万
六
〇
〇
〇

発
以
上
の
核
弾
頭
が
核
保
有
国
を
中
心
に
存
在
し
、
イ
ン
ド
や
パ
キ
ス
タ
ン
、
北
朝
鮮
な
ど
核
兵
器
を
持

つ
国
は
増
え
て
い
る
。
特
に
北
朝
鮮
の
核
開
発
問
題
は
、
冷
戦
後
に
お
け
る
国
際
社
会
の
平
和
と
安
全
に

と
っ
て
重
大
な
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
か
ら
の
脱
退
お
よ
び
国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
の

特
別
査
察
の
拒
否
な
ど
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
中
心
と
す
る
核
不
拡
散
体
制
を
根
底
か
ら
揺
り
動
か
す
よ
う
な
違
反

あ
る
い
は
疑
わ
し
い
行
為
を
続
け
て
い
る
。

　

二
〇
一
八
年
、
北
朝
鮮
の
核
問
題
は
画
期
的
な
展
開
を
迎
え
た
。
四
月
二
七
日
に
韓
国
と
北
朝
鮮
の
境

界
線
（
休
戦
ラ
イ
ン
）
で
あ
る
板
門
店
で
歴
史
的
な
南
北
首
脳
会
談
が
開
か
れ
、
続
い
て
六
月
一
二
日
に
は

史
上
初
め
て
の
米
朝
首
脳
会
談
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。「
板
門
店
宣
言
」
で
韓
国
と
北
朝
鮮
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は
、
朝
鮮
戦
争
以
来
六
五
年
間
、
続
い
た
休
戦
協
定
を
終
結
し
、
平
和
協
定
に
転
換
す
る
と
宣
言
し
、
完

全
な
非
核
化
を
通
し
て
核
の
な
い
朝
鮮
半
島
を
実
現
す
る
と
い
う
共
同
の
目
標
を
確
認
し
た
。
一
方
、「
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
共
同
声
明
」
で
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
北
朝
鮮
に
安
全
保
障
（Security Guarantees

）
を
与

え
る
こ
と
を
約
束
し
、
金
正
恩
国
防
委
員
長
は
朝
鮮
半
島
の
完
全
非
核
化
（Com

plete D
enuclearization of 

the K
orean Peninsula

）
へ
の
確
固
で
揺
る
ぎ
の
な
い
約
束
を
再
確
認
し
た
。
何
よ
り
も
完
全
な
非
核
化
に

よ
り
核
の
な
い
朝
鮮
半
島
を
実
現
す
る
、
す
な
わ
ち
、「
完
全
か
つ
検
証
可
能
で
不
可
逆
的
な
非
核
化
」

（Com
plete, V

erifiable, and Irreversible D
ism

antlem
ent: CV

ID

）
と
い
う
共
同
目
標
を
確
認
し
た
こ
と
は

大
き
な
意
味
を
も
つ
。

　

以
下
で
は
核
拡
散
防
止
条
約
と
北
朝
鮮
の
関
係
と
、
現
在
の
北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
の
実
態
を
把
握

す
る
。
そ
し
て
、
北
朝
鮮
の
非
核
化
お
よ
び
朝
鮮
半
島
全
体
の
非
核
化
が
成
功
す
る
た
め
に
は
、
何
が
必

要
で
あ
る
か
分
析
す
る
。

２　

核
拡
散
防
止
条
約
と
北
朝
鮮

　

一
九
六
八
年
七
月
一
日
に
国
連
で
調
印
さ
れ
、
一
九
七
〇
年
三
月
五
日
に
発
効
し
た 

核
拡
散
防
止
条
約

は
、
核
兵
器
の
拡
散
防
止
、
核
軍
縮
の
促
進
、
そ
し
て
原
子
力
の
平
和
利
用
の
権
利
の
擁
護
を
主
た
る
目
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的
と
し
た
条
約
で
あ
る
（
秋
山 2015: 1

）。

　

一
九
六
七
年
一
月
一
日
以
前
に
核
爆
発
装
置
を
製
造
し
、
か
つ
爆
発
さ
せ
た
国
（
核
保
有
国
）
以
外
の
す

べ
て
の
国
を
非
核
兵
器
国
と
し
て
、
非
核
兵
器
国
が
核
兵
器
を
製
造
、
受
領
、
取
得
す
る
こ
と
を
禁
止
し

た
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
第
三
条
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
当
事
国
で
あ
る
す
べ
て
の
非
核
兵
器
国
に
対
し
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ

の
保
障
措
置
（safeguards

）
を
受
諾
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
保
障
措
置
と
は
、
原
子
力
の

平
和
利
用
を
促
進
す
る
た
め
に
、
原
子
力
の
破
壊
的
利
用
を
査
察
や
そ
の
他
の
手
段
に
よ
っ
て
防
止
す
る

こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
非
核
兵
器
国
は
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
保
障
措
置
協
定
を
締
結
し
、
自
国

の
す
べ
て
の
平
和
的
原
子
力
活
動
に
対
し
て
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
保
障
措
置
を
受
諾
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
規
定
に
従
っ
た
保
障
措
置
の
実
施
の
た
め
に
、
一
九
七
一
年
に
「
核
兵
器
不
拡

散
条
約
に
関
連
し
て
要
求
さ
れ
る
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
と
国
家
と
の
間
の
協
定
の
構
成
と
内
容
」（IN

FCIRC/153

、
い

わ
ゆ
る
保
障
措
置
協
定
の
モ
デ
ル
協
定
）
と
い
う
文
書
を
作
成
し
た
。

　

北
朝
鮮
は
一
九
八
五
年
十
二
月
一
二
日
に
Ｎ
Ｐ
Ｔ
条
約
に
署
名
し
た
が
、
韓
国
に
米
国
の
核
兵
器
が
配

備
さ
れ
て
い
る
と
い
う
理
由
で
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
と
の
保
障
措
置
協
定
の
交
渉
を
行
わ
な
か
っ
た
。
北
朝
鮮
は
、

一
九
九
一
年
六
月
に
な
っ
て
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
理
事
会
で
、「
査
察
協
定
に
調
印
す
る
用
意
が
あ
り
、
査
察
に
反
対

し
な
い
」
と
述
べ
た
。
同
年
九
月
、
当
時
の
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
は
、
世
界
に
展
開
中
の
地
上
発
射
短
距
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離
核
兵
器
を
す
べ
て
撤
去
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
ソ
連
に
も
同
様
の
措
置
を
提
案
し
た
。
結
果
的
に
、
同

年
十
二
月
ま
で
に
韓
国
か
ら
す
べ
て
の
核
兵
器
が
撤
去
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
新
た
な
事
態
を
受
け
て
韓
国
と
北
朝
鮮
は
、
一
九
九
二
年
一
月
二
〇
日
に
核
兵
器
に
関
す
る
禁
止

の
ほ
か
、
核
再
処
理
施
設
と
ウ
ラ
ン
濃
縮
施
設
を
保
有
し
な
い
こ
と
を
約
束
す
る
「
朝
鮮
半
島
非
核
化
共

同
宣
言
」
に
署
名
し
た
。
そ
し
て
、
北
朝
鮮
は
一
九
九
二
年
一
月
三
〇
日
に
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
と
の
保
障
措
置
協

定
に
署
名
し
、
協
定
は
四
月
一
〇
日
に
発
効
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
保
障
措
置
協
定
に
基
づ
い
て
北
朝
鮮
か
ら
提
出
さ
れ
た
報
告
と
、
報
告
の
内
容

を
検
証
す
る
た
め
の
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
よ
る
特
別
査
察
の
結
果
、
報
告
内
容
と
査
察
結
果
と
の
間
に
矛
盾
が
あ

る
こ
と
が
判
明
し
、
北
朝
鮮
が
未
申
告
の
再
処
理
を
行
っ
た
疑
惑
が
浮
上
し
た
。
し
か
し
、
北
朝
鮮
は
特

別
査
察
の
要
請
を
拒
否
す
る
と
と
も
に
一
九
九
三
年
三
月
一
二
日
に
Ｎ
Ｐ
Ｔ
か
ら
の
脱
退
を
宣
言
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
北
朝
鮮
の
核
問
題
が
始
ま
っ
た
。

３　

北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
の
実
態

北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
の
背
景

　

北
朝
鮮
は
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
九
日
に
一
回
目
の
核
実
験
を
行
っ
て
以
来
、
二
〇
一
八
年
五
月
現
在
、
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六
回
の
核
実
験
を
強
行
し
た
。
特
に
、
二
〇
一
七
年
九
月
三
日
の
六
回
目
の
核
実
験
直
後
、
同
年
十
一
月

に
は
「
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
（
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
）
搭
載
用
の
水
爆
実
験
に
完
全
に
成
功
し
た
」
と
発
表
し
た
。

　

北
朝
鮮
の
核
能
力
は
確
実
に
発
展
し
て
お
り
、
北
東
ア
ジ
ア
を
始
め
国
際
社
会
に
と
っ
て
現
実
的
な
脅

威
と
な
っ
て
い
る
。
北
朝
鮮
の
政
策
決
定
者
た
ち
は
、
核
が
先
進
国
と
の
交
渉
で
主
要
な
道
具
に
な
る
と

い
う
前
提
に
立
脚
し
、
過
去
二
〇
年
間
、
そ
の
道
具
を
最
大
限
に
活
用
し
て
き
た
（Lankov 2015: 181

）。

　

北
朝
鮮
の
核
開
発
の
歴
史
的
背
景
と
し
て
、
ソ
連
と
の
関
係
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
も
そ
も

北
朝
鮮
の
政
権
の
正
当
性
は
ソ
連
に
依
存
し
様
々
な
支
援
を
ソ
連
か
ら
受
け
て
成
り
立
っ
て
い
た
。
金
日

成
が
北
朝
鮮
の
最
高
指
導
者
の
地
位
に
就
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
ソ
連
と
い
う
後
見
人
が
い
た
た
め
で

あ
る
（
平
岩 2013: 55-58

）。
北
朝
鮮
は
朝
鮮
戦
争
が
終
わ
る
直
前
の
一
九
五
三
年
三
月
、
ソ
連
と
原
子
力

平
和
利
用
協
定
を
結
び
、
核
開
発
を
本
客
的
に
準
備
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
朝
鮮
戦
争
中
、
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
が
原
爆
使
用
を
検
討
し
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
北
朝

鮮
は
ソ
連
の
支
援
を
受
け
て
「
放
射
科
学
研
究
所
」、「
寧
辺
原
子
炉
」
な
ど
核
関
連
施
設
を
建
設
し
、
核

関
連
技
術
を
向
上
さ
せ
て
い
っ
た
。
ソ
連
は
核
不
拡
散
体
制
へ
の
参
加
を
条
件
に
協
力
を
続
け
、
北
朝
鮮

は
核
を
拡
散
さ
せ
な
い
代
わ
り
に
技
術
援
助
を
受
け
、
独
自
の
原
子
力
発
電
所
を
建
設
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
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し
か
し
、
核
開
発
計
画
に
制
約
を
加
え
、
共
産
主
義
諸
国
が
崩
壊
し
、
北
朝
鮮
を
経
済
的
に
支
え
た
同

盟
体
制
が
消
滅
し
た
こ
と
か
ら
、
安
全
保
障
に
つ
い
て
さ
ら
に
真
剣
に
考
え
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
こ
う

し
た
国
際
社
会
で
の
孤
立
か
ら
生
じ
た
危
機
意
識
の
な
か
、
北
朝
鮮
は
核
開
発
を
加
速
さ
せ
て
い
っ
た
。

八
九
年
の
東
欧
諸
国
の
民
主
主
義
革
命
、
ま
た
九
一
年
の
ソ
連
の
崩
壊
な
ど
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
国

際
社
会
の
変
化
が
北
朝
鮮
の
核
開
発
に
対
す
る
意
志
を
高
め
た
。
ソ
連
・
東
欧
の
社
会
主
義
国
家
の
崩
壊

と
共
産
主
義
市
場
の
消
失
に
よ
り
、
北
朝
鮮
の
経
済
が
危
機
に
陥
り
、
ま
た
通
常
戦
力
が
大
幅
に
弱
体
化

し
た
こ
と
も
、
核
兵
器
開
発
を
促
し
た
と
思
わ
れ
る
。
経
済
的
に
最
新
武
器
の
開
発
、
導
入
な
ど
通
常
戦

力
を
増
強
さ
せ
る
よ
り
核
兵
器
の
開
発
に
よ
っ
て
軍
事
バ
ラ
ン
ス
を
取
ろ
う
と
し
た
。

　

北
朝
鮮
は
核
兵
器
保
有
で
軍
事
バ
ラ
ン
ス
が
自
国
に
有
利
に
な
れ
ば
、
核
兵
器
を
使
用
す
る
と
威
嚇
し
、

さ
ら
に
は
核
兵
器
を
実
際
に
使
用
す
る
こ
と
で
韓
国
と
の
戦
争
に
勝
利
で
き
る
と
信
じ
て
い
る
。
韓
国
経

済
の
発
展
で
経
済
格
差
が
拡
大
し
、
体
制
競
争
に
敗
北
し
た
北
朝
鮮
は
、
生
き
残
り
を
か
け
て
核
兵
器
開

発
に
着
手
し
た
と
思
わ
れ
る
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
経
済
の
競
争
に
敗
れ
た
北
朝
鮮
は
、
核
兵
器
の
保
有
が

国
内
体
制
を
固
め
、
外
部
か
ら
の
脅
威
に
打
ち
勝
つ
唯
一
の
手
段
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

北
朝
鮮
に
と
っ
て
核
兵
器
や
ミ
サ
イ
ル
は
体
制
維
持
と
不
可
欠
な
関
係
に
あ
る
（
孫 2016: 134

）。
金
正
恩

体
制
に
な
っ
て
以
来
、
核
開
発
と
経
済
発
展
を
並
行
さ
せ
る
「
並
進
路
線
」
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
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対
内
的
な
変
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
に
よ
っ
て
政
権
の
正
当
性
を
強
調
す
る
必

要
性
に
加
え
、
経
済
発
展
、
軍
事
費
の
削
減
な
ど
軍
事
目
的
で
も
非
常
に
大
事
な
部
分
で
あ
る
。
ま
た
、

他
国
か
ら
の
経
済
援
助
を
獲
得
す
る
た
め
に
も
、
核
兵
器
は
重
要
な
交
渉
カ
ー
ド
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
（
広
島
市
立
大
学
広
島
平
和
研
究
所 2016: 126

）。
金
正
恩
国
防
委
員
長
は
二
〇
一
八
年
の
年
頭
、「
米
国
の

敵
視
政
策
が
続
く
限
り
核
は
絶
対
放
棄
で
き
な
い
」
と
発
言
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
姿
勢
か
ら
見
る
限

り
、
北
朝
鮮
に
と
っ
て
核
は
自
衛
手
段
と
し
て
絶
対
に
放
棄
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。

核
兵
器
の
高
度
化

　

北
朝
鮮
は
今
ま
で
六
回
の
核
実
験
を
行
い
、
核
兵
器
開
発
に
関
す
る
「
核
能
力
の
高
度
化
」、
す
な
わ

ち
、
そ
の
最
終
段
階
に
ま
で
到
達
し
た
と
み
ら
れ
る
。
一
般
的
に
核
兵
器
の
開
発
過
程
は
、
起
爆
装
置
、

核
弾
頭
の
製
造
実
験
、
核
弾
頭
の
戦
力
化
（
弾
道
ミ
サ
イ
ル
）
実
験
の
各
段
階
を
踏
む
が
、
北
朝
鮮
の
核
開

発
の
現
状
は
つ
い
に
最
終
段
階
に
入
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
（
孫 2017: 3

）。
こ
れ
ま
で
に
小
型
化
・
軽
量

化
・
多
種
化
さ
れ
た
核
弾
頭
を
生
産
し
、
核
弾
頭
の
移
動
手
段
と
し
て
ミ
サ
イ
ル
発
射
実
験
を
頻
繁
に
続

け
て
い
る
。
北
朝
鮮
が
核
弾
頭
と
ミ
サ
イ
ル
の
開
発
を
一
体
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
、
航
空
機

に
比
べ
て
ミ
サ
イ
ル
と
い
う
運
搬
手
段
の
持
つ
優
位
性
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
長
射
程
化
、
気
密
性
、
高
速
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度
、
無
人
と
い
っ
た
ミ
サ
イ
ル
の
特
性
は
、
航
空
機
搭
載
の
核
爆
弾
に
比
べ
て
戦
略
的
に
も
戦
術
的
に
も

大
幅
に
有
利
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
核
弾
頭
を
搭
載
し
た
ミ
サ
イ
ル
開
発
で
技
術
的
に
克
服
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
重
要
な
点
は
、
核
弾
頭
の
小
型
化
と
核
弾
頭
の
長
射
程
距
離
の
ミ
サ
イ
ル
の
搭
載
で
あ
る
。

　

二
〇
一
七
年
九
月
三
日
、
六
回
目
の
核
実
験
の
直
後
、
北
朝
鮮
の
核
兵
器
研
究
所
の
声
明
に
発
表
さ
れ

た
実
験
の
目
的
は
「
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
先
頭
部
に
装
着
す
る
水
爆
の
制
作
に
新
た
に
研
究
、
導
入
し
た
威
力
調
整

技
術
と
内
部
構
造
設
計
方
案
の
正
確
性
と
信
頼
性
を
検
討
、
検
証
す
る
た
め
」
だ
っ
た
と
説
明
し
て
い
る

（
朝
鮮
中
央
通
信
二
〇
一
七
年
九
月
三
日
、「
水
爆
実
験
」
発
表
）。
核
兵
器
研
究
所
声
明
は
、「
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
装
着
用
水

爆
実
験
で
の
完
全
成
功
は
わ
れ
わ
れ
の
主
体
的
な
核
爆
弾
が
高
度
に
精
密
化
さ
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
核

戦
闘
部
の
動
作
の
信
頼
性
が
確
固
と
し
て
保
障
さ
れ
、
わ
れ
わ
れ
の
核
兵
器
設
計
・
製
造
技
術
が
核
弾
頭

の
威
力
を
打
撃
対
象
や
目
的
に
応
じ
て
任
意
に
調
整
す
る
こ
と
の
で
き
る
高
い
水
準
に
到
達
し
た
と
い
う

こ
と
を
明
確
に
示
す
も
の
で
あ
り
、
国
家
核
武
力
完
成
の
完
結
段
階
の
目
標
を
達
成
す
る
上
で
実
に
有
意

義
な
契
機
と
な
る
」
と
強
調
し
た
（
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
核
兵
器
研
究
所
声
明
「
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
装
着

用
水
爆
実
験
に
完
全
に
成
功
」、
二
〇
一
七
年
九
月
三
日
発
表
）。
北
朝
鮮
は
、
配
備
さ
れ
て
い
る
か
開
発
中
の
、
少

な
く
と
も
一
〇
種
類
の
固
有
に
生
産
さ
れ
た
短
・
中
・
長
距
離
シ
ス
テ
ム
か
ら
な
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
軍
を

増
員
拡
大
し
て
近
代
化
し
て
い
る
（SIPRI 2017: 451
）。
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米
国
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
科
学
国
際
安
保
研
究
所
（
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）
は
北
朝
鮮
が
核
兵
器
を
十
三
〜

三
〇
個
保
有
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
分
析
結
果
を
発
表
し
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
三
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
、

武
器
級
の
濃
縮
ウ
ラ
ン
を
一
七
五
〜
六
四
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
保
有
し
て
い
る
と
発
表
し
た
。
ま
た
、
二
〇
二
〇

年
ま
で
に
核
兵
器
を
二
五
〜
五
〇
個
に
増
や
す
可
能
性
が
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
（A

lbright 2017

）。
特

に
、
二
〇
一
五
年
五
月
に
は
北
朝
鮮
の
新
浦
（
シ
ン
ポ
）
か
ら
発
射
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
、
潜
水
艦
発
射

弾
道
ミ
サ
イ
ル
（Subm

arine-Launched Ballistic M
issile: SLBM

）「
北
極
星
一
号
」
の
打
ち
上
げ
に
成
功
し

た
と
報
じ
ら
れ
た
（『
朝
鮮
中
央
通
信
』
二
〇
一
五
年
五
月
九
日
）。
北
朝
鮮
は
二
〇
一
六
年
に
五
回
水
中
発
射
実

験
を
行
い
、
特
に
八
月
二
四
日
に
発
射
し
た
Ｓ
Ｌ
Ｂ
Ｍ
は
新
浦
付
近
の
海
か
ら
発
射
し
て
約
五
〇
〇
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
飛
行
さ
せ
、
日
本
の
防
空
識
別
圏
内
の
日
本
海
に
落
下
さ
せ
る
な
ど
Ｓ
Ｌ
Ｂ
Ｍ
開
発
を
本
格
化

さ
せ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｌ
Ｂ
Ｍ
は
隠
れ
た
ミ
サ
イ
ル
発
射
基
地
か
ら
発
射
さ
れ
る
た
め
に
監
視
や

迎
撃
が
難
し
く
、
国
際
社
会
の
新
た
な
脅
威
に
な
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

現
在
の
北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
状
況

　

北
朝
鮮
の
核
開
発
は
、
核
弾
頭
戦
力
化
の
最
終
段
階
に
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
小
型
化
・
軽
量
化
・
多
種

化
さ
れ
た
核
弾
頭
を
生
産
し
、
核
弾
頭
の
移
動
手
段
と
し
て
ミ
サ
イ
ル
発
射
実
験
を
頻
繁
に
続
け
て
い
る
。
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二
〇
一
七
年
に
北
朝
鮮
が
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
に
搭
載
可
能
な
小
型
核
弾
頭
の
生
産
に
成
功
し
た
と
す
る
米
国
防
情

報
局
の
分
析
が
報
じ
ら
れ
た
（T

he W
ashington Post, “N

orth K
orea now

 m
aking m

issile-ready nuclear 

w
eapons, U

.S. analysts say ”, 

二
〇
一
七
年
八
月
八
日
付
）。

　

韓
国
国
防
部
は
、
現
在
の
北
朝
鮮
の
核
能
力
に
つ
い
て
、
高
濃
縮
ウ
ラ
ン
（
Ｈ
Ｅ
Ｕ
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
核

兵
器
小
型
化
能
力
の
い
ず
れ
も
相
当
な
レ
ベ
ル
に
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
（
韓
国
国
防
部 2016: 23

）。
北
朝

鮮
が
現
在
保
有
し
て
い
る
ミ
サ
イ
ル
の
弾
頭
重
量
は
、
こ
れ
ま
で
の
小
型
化
に
よ
り
約
一
〇
〇
〇
±
二
〇
〇

キ
ロ
グ
ラ
ム
レ
ベ
ル
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
標
準
核
兵
器
の
一
五
〜
二
〇
キ
ロ
ト
ン
程
度
の
核
弾
頭
は
、

爆
発
地
点
の
半
径
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
住
民
の
約
五
〇
％
を
殺
り
く
す
る
ほ
ど
の
破
壊
力
を
有
し
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
被
害
と
殺
傷
範
囲
は
、
核
弾
頭
の
爆
発
地
点
と
地
形
、
ま
た
人
口
密
集
程
度
や
風
向
な

ど
に
応
じ
て
変
わ
る
。

　

北
朝
鮮
の
核
兵
器
開
発
は
密
か
に
進
め
ら
れ
る
が
、
ミ
サ
イ
ル
の
長
射
程
化
は
平
和
的
な
宇
宙
開
発
を

名
目
に
公
然
と
推
進
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
過
去
に
、
北
朝
鮮
が
「
発
射
し
た
の
は
ミ
サ
イ
ル
で
は
な
く
、

人
工
衛
星
打
ち
上
げ
用
の
運
搬
ロ
ケ
ッ
ト
」
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
は
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
で
あ
る
。

宇
宙
ミ
サ
イ
ル
の
開
発
に
成
功
し
た
と
し
て
も
、
こ
れ
を
武
器
化
し
て
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
の
開
発
に
活
か

す
た
め
に
は
、
誘
導
と
大
気
圏
再
突
入
な
ど
の
関
連
技
術
を
さ
ら
に
開
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
北
朝
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鮮
は
二
〇
一
七
年
に
入
っ
て
燃
料
エ
ン
ジ
ン
実
験
な
ど
の
多
様
な
実
験
を
目
的
と
し
て
、
一
〇
回
以
上
、

様
々
な
中
・
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
て
い
る
。
特
に
、
同
年
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
四
回
続
け
て

ミ
サ
イ
ル
発
射
実
験
に
失
敗
し
た
後
、
五
月
以
降
発
射
し
た
ミ
サ
イ
ル
は
す
べ
て
成
功
し
た
と
発
表
し
、

金
正
恩
・
国
防
委
員
長
は
、
核
兵
器
の
多
様
化
、
高
度
化
と
と
も
に
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
実
戦
配
備
に
向
け

て
、
大
量
生
産
を
指
示
し
た
（『
労
働
新
聞
』
二
〇
一
七
年
五
月
二
二
日
）。

　

北
朝
鮮
は
、
二
〇
一
七
年
一
一
月
二
九
日
に
発
射
し
た
ミ
サ
イ
ル
「
火
星
一
五
号
」
が
最
大
角
度
の
発

射
体
勢
で
発
射
し
、
最
高
高
度
四
四
七
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ま
で
上
昇
し
、
水
平
距
離
九
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
を
飛
行
し
て
日
本
海
の
日
本
の
排
他
的
経
済
水
域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
内
に
着
水
し
た
。
北
朝
鮮
の
朝
鮮
中
央
通

信
は
、
重
大
報
道
の
形
で
超
大
型
重
量
級
の
核
弾
頭
装
着
が
可
能
な
「
火
星
一
五
号
」
発
射
に
よ
っ
て
「
核

武
力
完
成
の
歴
史
的
大
業
」
を
実
現
し
た
と
発
表
し
た
。

　

北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
性
能
の
評
価
で
注
目
す
べ
き
も
う
一
つ
の
点
は
、
移
動
型
ミ
サ
イ
ル
発
射
台

（T
EL: T

ransporter Erector Launcher
）
の
保
有
数
で
あ
る
。
二
〇
一
五
年
米
国
防
省
の
「
北
朝
鮮
の
軍
事

お
よ
び
安
全
保
障
の
進
展
に
関
す
る
報
告
書
」
に
よ
る
と
、
北
朝
鮮
は
二
〇
〇
基
以
上
の
移
動
式
発
射
台

を
保
有
し
て
い
る
。
こ
の
報
告
書
で
は
、
主
に
「
ス
カ
ッ
ド
Ｂ
・
Ｄ
」
系
列
の
短
距
離
ミ
サ
イ
ル
用
一
〇
〇

基
、「
ス
カ
ッ
ド
Ｅ
Ｒ
」、「
ノ
ド
ン
」、「
ム
ス
ダ
ン
」
な
ど
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
用
一
〇
〇
基
、
さ
ら
に
、
Ｉ
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Ｃ
Ｂ
Ｍ
用
の
六
基
と
潜
水
艦
発
射
弾
頭
ミ
サ
イ
ル
（
Ｓ
Ｌ
Ｂ
Ｍ
）
の
水
中
移
動
式
発
射
台
一
基
な
ど
を
保
有

し
て
い
る
と
推
定
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
北
朝
鮮
の
核
兵
器
の
弾
頭
化
、
多
様
化
ま
た
、
移
動
手
段
ま

で
考
え
る
と
北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
の
脅
威
は
確
実
に
高
ま
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

４　

北
朝
鮮
の
非
核
化

　

金
日
成
著
作
集
に
よ
る
と
「
朝
鮮
半
島
の
現
在
の
危
機
を
打
開
す
る
た
め
の
最
善
の
方
法
は
、
米
国
と

対
話
と
交
渉
を
通
じ
て
核
問
題
を
平
和
的
に
解
決
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
北
朝

鮮
の
『
労
働
新
聞
』
や
『
朝
鮮
中
央
通
信
』
な
ど
に
は
、
北
朝
鮮
に
と
っ
て
核
は
「
朝
鮮
の
尊
敬
と
力
の

絶
対
的
象
徴
で
あ
る
と
同
時
に
最
高
の
利
益
で
あ
る
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
、「
米
国
が
対
朝
鮮
敵
視
政
策
を

放
棄
し
な
い
限
り
、
核
戦
力
を
中
枢
と
す
る
朝
鮮
の
自
衛
的
国
防
力
強
化
措
置
は
倍
加
さ
れ
る
」
な
ど
と

強
調
し
て
い
る
。
金
正
恩
国
防
委
員
長
は
二
〇
一
八
年
の
新
年
の
辞
で
、「
米
国
の
敵
視
政
策
が
続
く
限
り

核
は
絶
対
放
棄
で
き
な
い
」
と
言
及
し
て
い
る
。

　

金
正
恩
委
員
長
と
し
て
は
米
国
か
ら
の
体
制
保
証
が
担
保
さ
れ
て
な
い
状
況
に
お
い
て
は
完
全
な
非
核

化
の
履
行
は
あ
り
え
な
い
。
金
正
恩
委
員
長
は
同
年
三
月
、
韓
国
特
使
団
が
訪
朝
し
た
際
、「
安
保
不
安
と

体
制
不
安
が
な
い
場
合
は
核
武
装
を
す
る
理
由
は
な
い
」
と
言
及
し
、
中
国
の
習
近
平
国
家
主
席
と
の
会
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談
で
も
「
関
係
国
が
敵
対
的
政
策
や
安
全
保
障
へ
の
脅
し
を
停
止
す
れ
ば
、
北
朝
鮮
は
核
を
必
要
と
せ
ず
、

非
核
化
は
実
現
で
き
る
」
と
発
言
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
姿
勢
か
ら
見
る
限
り
、
北
朝
鮮
に
と
っ
て
核

は
自
衛
手
段
と
し
て
絶
対
に
放
棄
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。

　

し
か
し
、
今
回
の
南
北
首
脳
会
談
お
よ
び
米
朝
首
脳
会
談
を
通
じ
て
、
北
朝
鮮
は
「
朝
鮮
半
島
の
完
全

な
非
核
化
」
に
同
意
し
た
。
そ
し
て
核
実
験
、
中
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
、
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
発
射
も
必
要
で
は
な
い

と
発
表
し
、
今
ま
で
核
実
験
が
行
わ
れ
た
北
部
の
豊
渓
里
（
プ
ン
ゲ
リ
）
核
実
験
場
を
廃
棄
し
た
。
さ
ら
に
、

四
月
二
〇
日
に
金
正
恩
委
員
長
は
朝
鮮
労
働
党
中
央
委
員
会
で
、
経
済
路
線
と
核
戦
力
建
設
の
並
進
路
線

の
完
成
を
宣
言
し
、
社
会
主
義
経
済
建
設
に
総
力
を
集
中
す
る
と
い
う
決
定
を
採
択
し
た
。
そ
し
て
北
朝

鮮
の
国
民
に
対
し
て
も
核
開
発
の
完
成
を
宣
言
し
、
非
核
化
と
い
う
措
置
の
一
部
が
妥
当
で
あ
る
と
述
べ

は
じ
め
た
。
こ
の
よ
う
な
北
朝
鮮
の
一
連
の
非
核
化
措
置
が
、
今
後
ど
こ
ま
で
進
め
ら
れ
る
の
か
、
ど
の

よ
う
な
実
効
性
を
確
保
す
る
の
か
が
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
、
北
朝
鮮
の
非
核
化
プ
ロ
セ
ス
の
中
、
日
本

は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
す
る
の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

北
朝
鮮
の
非
核
化
プ
ロ
セ
ス
方
式

　

北
朝
鮮
が
核
兵
器
を
先
制
的
に
廃
棄
（
解
体
・
搬
出
）
す
る
場
合
、
短
期
間
内
に
実
質
的
な
Ｃ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
を
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達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
北
朝
鮮
が
す
で
に
生
産
配
備
し
た
核
兵
器
の
核
弾
頭
と
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ

ミ
サ
イ
ル
（
火
星
一
四
お
よ
び
一
五
な
ど
）
を
先
に
廃
棄
を
す
れ
ば
い
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
非
核
化
プ

ロ
セ
ス
を
求
め
た
と
し
て
も
、
北
朝
鮮
は
完
全
な
武
装
解
除
だ
と
反
発
し
、
こ
れ
に
見
合
う
体
制
保
証
な

ど
の
措
置
を
要
求
す
る
可
能
性
が
高
い
。

　

完
全
な
非
核
化
プ
ロ
セ
ス
は
、
核
凍
結
、
核
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
申
告
お
よ
び
査
察
・
検
証
、
核
物
質
や
核

施
設
の
封
鎖
・
閉
鎖
な
ど
の
核
廃
棄
プ
ロ
セ
ス
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
非
核
化
の
た
め
の
重

要
な
プ
ロ
セ
ス
は
「
査
察
」
と
「
検
証
」
で
あ
る
。
今
ま
で
北
朝
鮮
の
核
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
米
朝

枠
組
み
合
意
や
、
六
者
協
議
の
共
同
声
明
な
ど
の
合
意
が
な
さ
れ
た
が
、
完
全
な
実
行
ま
で
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
北
朝
鮮
の
非
協
力
的
な
姿
勢
に
加
え
、
査
察
お
よ
び
検
証
の
段
階
で
北
朝
鮮
が

拒
否
し
た
た
め
で
あ
る
。
過
去
、
北
朝
鮮
は
、「
凍
結
→
査
察
・
検
証
→
廃
棄
」
と
い
う
段
階
的
過
程
の
中

で
、
様
々
な
支
援
だ
け
を
手
に
入
れ
る
一
方
、
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
能
力
は
高
度
化
さ
せ
た
た
め
、
交
渉

失
敗
の
原
因
と
な
っ
た
。

　

最
大
の
問
題
は
、
北
朝
鮮
の
非
核
化
の
範
囲
や
実
施
の
期
限
な
ど
、
具
体
的
な
非
核
化
の
プ
ロ
セ
ス
で

あ
る
。
こ
の
う
ち
期
限
に
つ
い
て
は
、
再
選
を
目
指
す
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
次
期
大
統
領
候
補
に
な
る
可

能
性
の
あ
る
二
〇
二
〇
年
七
月
以
前
ま
で
に
、
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
を
完
了
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
よ
う
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と
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
も
し
政
権
が
変
わ
れ
ば
、
以
前
の
政
府
の
合
意
が
効
力
を
失
う
可
能
性
が
生

じ
る
か
ら
で
あ
る
。
二
〇
二
〇
年
ま
で
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
に
非
核
化
プ
ロ
セ
ス
を
効
率
的
に
遂
行
す

る
た
め
に
は
、
非
核
化
プ
ロ
セ
ス
の
実
行
段
階
の
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
が
不
可
欠
で
あ
る
。
米
国
は
「
一
括

履
行
・
一
括
妥
結
」
方
式
の
合
意
を
望
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
北
朝
鮮
の
非
核
化
と
平
和
協
定
の
締
結
、

関
係
正
常
化
な
ど
、
米
国
が
北
朝
鮮
に
提
供
す
る
体
制
保
証
カ
ー
ド
を
同
時
に
妥
結
す
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
そ
の
代
わ
り
に
経
済
制
裁
は
非
核
化
が
完
了
す
る
ま
で
続
く
と
い
う
立
場
を
維
持
し
て
い
る
。
問
題

は
実
行
方
式
で
あ
る
。
北
朝
鮮
は
非
核
化
プ
ロ
セ
ス
履
行
段
階
に
合
わ
せ
て
補
償
を
受
け
る
べ
き
だ
と
い

う
立
場
で
あ
る
。
一
方
、
米
国
は
、
北
朝
鮮
が
先
に
核
放
棄
を
し
、
そ
れ
を
検
証
し
た
後
、
補
償
措
置
を

行
う
べ
き
だ
と
い
う
立
場
で
あ
る
。

北
朝
鮮
の
非
核
化
の
段
階
別
プ
ロ
セ
ス

　

北
朝
鮮
の
非
核
化
と
は
、
北
朝
鮮
が
す
で
に
保
有
し
て
い
る
核
兵
器
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
お
よ
び
濃
縮
ウ

ラ
ン
な
ど
の
核
物
質
、
そ
し
て
北
朝
鮮
内
の
核
施
設
お
よ
び
核
に
関
連
す
る
全
て
の
計
画
の
廃
棄
を
意
味

す
る
。
北
朝
鮮
は
す
で
に
大
量
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
を
保
有
し
て
お
り
、
核
関
連
施
設
も
国
内
全
域
に
隠
し

て
い
る
の
で
、
北
朝
鮮
の
積
極
的
な
協
力
が
な
け
れ
ば
全
て
の
核
施
設
を
閉
鎖
す
る
の
は
現
実
的
に
難
し
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い
。
さ
ら
に
米
国
は
、
北
朝
鮮
が
保
有
し
て
い
る
化
学
兵
器
や
生
物
兵
器
な
ど
、
核
兵
器
以
外
の
大
量
破

壊
兵
器
（
Ｗ
Ｍ
Ｄ
）
と
約
三
〇
〇
〇
人
〜
一
万
人
に
達
す
る
核
関
連
に
従
事
し
て
い
る
核
研
究
者
や
技
術
者

な
ど
の
人
材
ま
で
、
非
核
化
の
対
象
に
含
ま
れ
る
べ
き
だ
と
要
求
し
て
い
る
。
北
朝
鮮
は
核
関
連
の
研
究

に
関
わ
っ
て
い
る
人
は
約
三
〇
〇
〇
人
、
核
技
術
者
約
五
〇
〇
〇
人
〜
六
〇
〇
〇
人
、
そ
し
て
核
生
産
な

ど
に
直
接
に
関
連
し
て
い
る
人
は
二
〇
〇
人
以
上
に
達
す
る
と
推
定
し
て
い
る
。

　

具
体
的
な
北
朝
鮮
の
非
核
化
プ
ロ
セ
ス
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ま
ず
北
朝
鮮
が
Ｎ
Ｐ
Ｔ
に
復
帰
し
、

全
面
的
保
障
措
置
を
履
行
す
る
た
め
の
議
定
書
を
締
結
す
る
必
要
が
あ
る
。
次
に
、
北
朝
鮮
の
国
内
に
存

在
す
る
あ
ら
ゆ
る
核
兵
器
と
核
物
質
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
生
産
施
設
を
含
む
す
べ
て
の
核
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

可
能
な
限
り
透
明
な
形
で
廃
棄
す
る
こ
と
に
北
朝
鮮
が
合
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
合
意
に
基
づ
い
て
行
う
措
置
の
第
一
段
階
は
、
北
朝
鮮
が
保
有
し
て
い
る
核
兵
器
や
核
物
質
、
核

施
設
な
ど
の
正
確
な
実
態
把
握
で
あ
る
。
北
朝
鮮
は
、
廃
棄
合
意
に
基
づ
い
て
核
兵
器
や
再
処
理
濃
縮
施

設
、
核
技
術
に
関
す
る
全
て
の
核
関
連
の
活
動
を
凍
結
し
、
情
報
を
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
、

核
物
質
の
生
産
施
設
が
あ
る
寧
辺
の
核
研
究
施
設
や
ウ
ラ
ン
濃
縮
施
設
、
核
兵
器
研
究
所
や
核
実
験
場
な

ど
が
主
な
対
象
に
な
る
。

　

第
二
段
階
は
、
北
朝
鮮
の
申
告
し
た
報
告
書
に
基
づ
く
国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
の
査
察
の
実
施
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で
あ
る
。
北
朝
鮮
の
核
関
連
活
動
の
停
止
や
情
報
申
告
は
、
同
時
に
行
わ
れ
、
申
告
直
後
に
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
を

中
心
と
す
る
核
査
察
団
を
派
遣
し
て
北
朝
鮮
の
内
部
情
報
を
迅
速
に
調
べ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
核
査
察

団
の
迅
速
な
派
遣
お
よ
び
核
物
質
と
核
関
連
情
報
の
確
保
に
よ
り
、
北
朝
鮮
に
よ
る
証
拠
隠
滅
や
外
部
へ

の
核
物
質
や
情
報
の
流
出
な
ど
の
事
態
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
北
朝
鮮
が
す
べ
て
の
核
施
設
や
核
物
質
の
透
明
性
を
高
め
、
公
開
す
る
こ
と
か
ら
非
核
化

の
プ
ロ
セ
ス
が
始
ま
る
。
か
つ
て
北
朝
鮮
が
査
察
を
拒
否
し
、
公
開
し
て
い
な
い
未
申
告
の
核
施
設
や
ウ

ラ
ン
濃
縮
施
設
な
ど
へ
の
査
察
は
、
特
に
重
要
で
あ
る
。
以
前
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
は
、
北
朝
鮮
が
二
〇
〇
九
年

四
月
に
核
施
設
が
密
集
し
て
い
る
寧
辺
に
常
駐
し
て
い
た
査
察
官
ら
を
追
放
し
て
以
来
、
北
朝
鮮
の
核
施

設
に
接
近
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
期
間
中
に
査
察
団
が
察
知
し
て
い
な
い
核
物
質
や
施
設
、
核
関
連
活
動

を
確
認
す
る
た
め
、
北
朝
鮮
内
部
の
疑
惑
施
設
の
追
加
査
察
が
必
要
で
あ
る
。

　

第
三
段
階
は
、
北
朝
鮮
の
内
部
の
核
施
設
の
解
体
と
、
核
関
連
物
質
の
廃
棄
で
あ
る
。
韓
米
情
報
当
局

は
現
在
、
非
核
化
の
対
象
に
な
る
北
朝
鮮
の
核
施
設
は
、
寧
辺
核
施
設
を
含
め
て
、
全
国
に
一
〇
〇
カ
所

以
上
あ
る
と
見
て
い
る
。
北
朝
鮮
が
保
有
し
て
い
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
四
〇
〜
五
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
濃

縮
ウ
ラ
ン
は
六
〇
〇
〜
七
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
だ
と
判
断
し
、
保
有
し
て
い
る
核
兵
器
は
三
〇
〜
四
〇

個
だ
と
み
て
い
る
。
さ
ら
に
、
核
弾
頭
の
運
搬
手
段
で
あ
る
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
、
グ
ア
ム
や
太
平
洋
を
越
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え
て
米
国
本
土
ま
で
届
く
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
（
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
）
な
ど
も
対
象
に
含
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

非
核
化
の
対
象
に
な
る
す
べ
て
の
核
兵
器
や
核
物
質
は
、
核
保
有
国
に
搬
出
し
て
解
体
す
る
方
法
が
あ
り
、

核
施
設
も
解
体
し
て
放
射
能
を
除
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

非
核
化
の
プ
ロ
セ
ス
の
最
終
段
階
は
、
後
戻
り
で
き
な
い
検
証
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
北
朝
鮮
の
核
廃

棄
以
降
の
非
核
化
の
状
態
が
、
持
続
し
て
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
監
視
で
あ
る
。
後
戻
り
が
で
き
な
い

検
証
を
行
う
た
め
に
は
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
を
中
心
と
す
る
検
証
機
関
を
構
成
し
、
事
前
準
備
を
強
化
す
る
必
要
が

あ
る
。
北
朝
鮮
の
核
廃
棄
の
過
程
を
効
率
的
に
管
理
し
、
核
廃
棄
が
完
了
し
た
後
、
非
核
化
の
状
態
を
持

続
的
に
監
視
す
る
た
め
に
も
検
証
機
関
は
重
要
で
あ
る
。

米
朝
双
方
の
歩
み
寄
り
が
成
功
を
左
右

　

こ
の
よ
う
な
北
朝
鮮
の
非
核
化
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
時
間
的
に
長
期
化
し
て
は
な
ら
な
い
。
ト
ラ
ン
プ
米

大
統
領
の
任
期
終
盤
に
は
、
北
朝
鮮
に
対
す
る
制
裁
措
置
が
弱
体
化
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、

も
し
非
核
化
の
履
行
過
程
が
長
期
化
す
れ
ば
、
か
つ
て
の
よ
う
に
失
敗
す
る
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
拙
速
に
非
核
化
を
進
め
て
は
い
け
な
い
。
非
核
化
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
査
察
と
検
証
、
監
視
の
中
で
、

着
実
に
相
互
点
検
し
な
が
ら
完
遂
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
北
朝
鮮
の
非
核
化
の
プ
ロ
セ
ス
の
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先
が
見
え
た
段
階
で
、
平
和
協
定
締
結
や
米
朝
国
交
正
常
化
の
問
題
が
議
題
に
出
て
く
る
だ
ろ
う
。

　

北
朝
鮮
が
非
核
化
プ
ロ
セ
ス
を
忠
実
に
履
行
す
る
と
仮
定
す
る
場
合
、
北
朝
鮮
の
体
制
保
証
は
近
い
う

ち
に
行
わ
れ
る
終
戦
宣
言
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
、
平
和
協
定
の
締
結
や
米
朝
国
交
正
常
化
が
具
体
的
な
政

治
日
程
に
上
が
っ
て
く
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
れ
に
平
行
し
て
、
北
朝
鮮
に
対
す
る
経
済
制
裁
が
緩
和
さ

れ
、
国
際
社
会
と
の
経
済
協
力
も
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
北
朝
鮮
の
非
核
化
プ
ロ
セ
ス
の
過
程
で
は
、
考
慮
す
べ
き
新
た
な
問
題
が
存
在
す
る
。
二
〇
〇
六

年
一
〇
月
に
第
一
回
目
の
核
実
験
を
行
っ
て
以
来
、
一
〇
年
以
上
の
間
に
六
回
の
核
実
験
を
強
行
し
た
北

朝
鮮
吉
州
（
ギ
ル
ジ
ュ
）
群
豊
渓
里
（
プ
ン
ゲ
リ
）
付
近
の
環
境
汚
染
問
題
と
地
域
住
民
の
被
曝
問
題
で
あ
る
。

こ
の
問
題
は
、
北
朝
鮮
の
核
実
験
に
よ
る
周
辺
地
域
の
環
境
汚
染
お
よ
び
、
核
実
験
場
に
近
い
中
国
東
北

三
省
の
環
境
と
安
全
に
重
大
な
影
響
が
及
ん
で
い
る
。
北
朝
鮮
の
核
実
験
で
、
中
朝
国
境
に
近
い
地
域
だ

け
で
は
な
く
、
吉
林
省
、 

遼
寧
省
と
黒
竜
江
省
の
三
省
の
広
い
範
囲
で
揺
れ
が
観
測
さ
れ
、
放
射
能
汚
染

な
ど
が
環
境
に
与
え
る
影
響
に
懸
念
が
あ
る
。
現
在
、
北
朝
鮮
吉
州
郡
付
近
は
一
四
万
人
以
上
の
住
民
が

居
住
し
て
い
る
。

　

北
朝
鮮
の
第
一
回
目
の
核
実
験
以
降
に
韓
国
に
入
国
し
た
吉
州
郡
出
身
の
脱
北
者
を
対
象
に
行
っ
た
放

射
能
被
曝
検
査
で
、
染
色
体
異
常
を
も
つ
脱
北
者
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
韓
国
政
府
は
、
核
実
験
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の
放
射
能
が
原
因
で
被
曝
し
た
と
い
う
結
論
を
下
す
の
は
難
し
い
と
発
表
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
人
々

は
、
原
因
を
知
ら
な
い
頭
痛
や
吐
き
気
、
貧
血
な
ど
核
実
験
に
伴
う
被
曝
の
症
状
を
患
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

　

北
朝
鮮
は
こ
れ
ま
で
六
回
の
核
実
験
を
行
い
な
が
ら
、
一
度
も
地
域
住
民
に
知
ら
せ
た
り
、
避
難
さ
せ

た
り
し
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
現
地
周
辺
の
住
民
の
被
害
は
さ
ら
に
大
き
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

特
に
、
核
実
験
の
際
に
放
出
さ
れ
る
放
射
性
物
質
に
よ
り
、
周
辺
の
地
下
水
や
植
物
が
被
曝
し
た
可
能
性

が
高
い
。
ほ
と
ん
ど
の
北
朝
鮮
の
住
民
は
井
戸
水
を
飲
料
水
と
し
て
使
用
し
て
お
り
、
被
曝
に
対
す
る
常

識
が
な
い
の
で
、
自
分
も
知
ら
な
い
間
に
被
曝
す
る
可
能
性
が
十
分
に
提
起
さ
れ
て
い
る
。

　

北
朝
鮮
が
核
実
験
場
を
含
む
核
関
連
施
設
を
廃
棄
す
る
過
程
で
、
こ
れ
ら
の
放
射
能
汚
染
の
可
能
性
や

漏
れ
を
遮
断
す
る
措
置
を
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
被
害
は
北
朝
鮮
地
域
住
民
だ
け
で
は
な
く
、
韓
国
や
中
国
、

日
本
ま
で
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
生
じ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
土
壌
や
地
下
水

の
調
査
に
加
え
、
北
朝
鮮
の
非
核
化
の
過
程
で
被
害
を
防
止
す
る
た
め
の
技
術
的
協
力
と
保
険
・
医
療
な

ど
支
援
が
必
要
で
あ
る
。
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５　

今
後
の
課
題

　

北
朝
鮮
の
非
核
化
お
よ
び
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
は
、
相
互
主
義
の
原
則
に
基
づ
い
て
実
施
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
米
国
は
北
朝
鮮
に
安
全
保
証
を
担
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
韓
国
も
北
朝
鮮
と
の
軍

縮
を
含
む
経
済
協
力
な
ど
板
門
店
宣
言
の
内
容
を
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
北
朝
鮮

も
不
良
国
家
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
抜
け
出
し
、
非
核
化
プ
ロ
セ
ス
を
忠
実
に
履
行
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

現
在
、
米
朝
間
の
非
核
化
の
プ
ロ
セ
ス
に
対
す
る
根
本
的
な
相
互
利
害
が
合
わ
ず
、
具
体
的
な
実
行
に

は
時
間
が
か
か
る
よ
う
だ
。
米
国
は
北
朝
鮮
の
核
兵
器
を
含
む
す
べ
て
の
核
能
力
の
完
全
か
つ
検
証
可
能

で
不
可
逆
的
な
非
核
化
を
求
め
て
い
る
の
に
対
し
、
北
朝
鮮
は
米
国
の
敵
対
政
策
の
中
止
と
と
も
に
確
実

で
信
頼
で
き
る
体
制
保
証
の
措
置
を
求
め
て
い
る
。
確
実
な
措
置
と
し
て
平
和
協
定
の
締
結
と
不
可
侵
宣

言
、
そ
し
て
非
核
化
措
置
の
見
返
り
と
し
て
の
経
済
制
裁
の
解
除
や
経
済
協
力
を
要
求
し
て
い
る
。
北
朝

鮮
の
立
場
と
し
て
は
体
制
保
証
と
非
核
化
に
よ
り
最
大
限
の
利
益
が
確
実
に
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
完
全
な

非
核
化
の
実
行
の
可
能
性
は
低
い
。

　

北
朝
鮮
の
完
全
な
非
核
化
、
並
び
に
朝
鮮
半
島
の
持
続
的
で
強
固
な
平
和
体
制
の
構
築
の
た
め
の
包
括

的
な
合
意
も
重
要
で
あ
る
が
、
最
も
重
要
な
課
題
は
、
米
朝
を
含
む
関
係
国
間
の
信
頼
回
復
に
あ
る
。
こ
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れ
ま
で
の
米
朝
交
渉
が
失
敗
し
た
主
な
原
因
は
、
相
互
の
強
固
な
敵
対
意
識
と
不
信
感
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
韓
国
と
北
朝
鮮
は
、
こ
れ
ま
で
の
対
立
と
相
互
不
信
か
ら
抜
け
出
し
、
終
戦
宣
言
に
よ

る
平
和
協
定
の
締
結
、
さ
ら
に
朝
鮮
半
島
の
平
和
体
制
構
築
と
北
東
ア
ジ
ア
多
国
間
安
保
体
制
の
構
築
の

た
め
の
政
策
の
変
化
の
岐
路
に
立
っ
て
い
る
。
日
本
も
日
朝
平
壌
宣
言
で
も
確
認
し
た
よ
う
に
相
互
の
信

頼
関
係
に
基
づ
き
、
国
交
正
常
化
の
実
現
に
至
る
ま
で
日
朝
間
の
存
在
す
る
諸
問
題
に
誠
意
を
も
っ
て
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
米
国
・
中
国
・
日
本
・
ロ
シ
ア
、
そ
し
て
韓
国
が
お
互
い
外
交
努
力
を
調
整
し
最
大
の
効
果

を
あ
げ
る
た
め
に
は
、
地
域
の
信
頼
醸
成
措
置
の
枠
組
み
を
構
築
す
べ
き
で
あ
る
。
日
米
韓
は
、
二
〇
一
七

年
六
月
ド
イ
ツ
・
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
開
か
れ
た
主
要
二
〇
ヵ
国
（
Ｇ
二
〇
）
の
首
脳
会
談
で
北
朝
鮮
核
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
、
北
朝
鮮
と
国
境
を
接
し
た
中
国
や
ロ
シ
ア
が
北
朝
鮮
の
説
得
に
向
け
て
よ
り
積
極
的
な

努
力
を
続
け
る
こ
と
を
要
求
す
る
共
同
声
明
を
採
択
し
た
。
北
朝
鮮
の
非
核
化
は
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
の
共

存
体
制
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
北
東
ア
ジ
ア
非
核
化
地
帯
構
想
の
出
発
点
に
な
る
だ
ろ
う
。

註（
１
）	

安
倍
首
相
は
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に
つ
い
て
「
条
約
が
目
指
す
核
廃
絶
と
い
う
ゴ
ー
ル
は
わ
が
国
も
共
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有
し
て
い
る
が
、
わ
が
国
の
考
え
方
と
ア
プ
ロ
ー
チ
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
参
加
し
な
い
と
い
う

立
場
に
変
わ
り
な
い
」
と
述
べ
た
。
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